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日本バス情報協会(2022年3月に活動開始）
• 行政、バス事業者等に対するコンサルティング
• 講習会、勉強会等の開催
• データコミュニティに対する技術支援
• データプラットフォーム、ツール等の提供
• バス運行システム事業者等の連携の推進
• 調査研究

GTFS・バスデータ整備実習(2022年8月） https://www.busdata.or.jp

https://www.busdata.or.jp/


• セミナー・講習会（一部は動画公開）
– 公共交通オープンデータ最前線（3月）
– GTFS初任者講習会（7月）
– GTFS・バスデータ整備実習（8月）
– GTFSデータリポジトリ ユーザー会・初任者説明会

• 会員向け
– 会員定例会（3ヶ月おき）

• 開発・運用
– GTFSデータリポジトリ
– 各種GTFS関連ツール

• 国際連携
– GTFSフォーマット標準化議論への参加

日本バス情報協会の主な活動

公共交通オープンデータ最前線2024 の様子



• 本編 10:00〜11:00
– GTFSの利活用と公開 伊藤昌毅（東京大学）
– GTFS整備・公開事例 諸星賢治（合同会社MoDip）
– データ作成ツール紹介1 伊藤浩之（公共交通利用促進ネットワーク）
– データ作成ツール紹介2 ⻄澤明（地域・交通データ研究所）
– GTFSデータリポジトリ紹介 ⻄澤明（地域・交通データ研究所）
– Google Maps掲載方法について 伊藤浩之（公共交通利用促進ネットワーク）
– クロージング 伊藤昌毅（東京大学）

• 質疑応答 11:00〜11:30
– 伊藤昌毅、諸星賢治、伊藤浩之、⻄澤明 ほか

本日のプログラム
オンラインセミナー GTFS初任者講習会
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GTFS形式の公共交通オープンデータ整備が進行中

路線 時刻 運賃

GTFS： 国際的な標準フォーマット（標準的なバス情報フォーマット･GTFS-JPと互換）

リアルタイム

乗換案内・MaaS サイネージ・印刷物等 交通分析・計画

バス業界において「標準化」「オープン化」が同時に進行



GTFS形式

• 世界で広く使われる形式（GTFS-JP, 標準的なバス情報フォーマットもほぼ
同等）

• 乗換案内に必要な情報（バス停・駅＋路線＋時刻表＋運賃）をまとめて格納
したファイル形式

バス停/駅+路線 時刻 運賃



• 便ごとのバス停通過時刻、緯度経
度情報などをリアルタイム公開
– Protocol Buffer形式

• 混雑情報も提供可能
– 2020年より宇野バス、横浜市交通局が対応

GTFSリアルタイム（バスロケ）提供も増加中（67事業者）





ついに600を越えさらに増加が続く



• 県庁、市役所、地元IT企業等とGTFS、GTFSリア
ルタイムによるオープンデータ化を実現
– Google Mapsへ提供可能に

• アイデアソン、ハッカソンで地域でのデータ活用
を目指す

2014年〜 静岡県でコミュニティバスのオー
プンデータ化の取り組み



バス情報の効率的な収集・共有に向けた
検討会（2016年12月〜2017年3月）
• 事務局： 総合政策局公共交通政策部交通計画課
• 外部委員

– 伊藤昌毅 東京大学生産技術研究所（座長）
– ー川雄一 株式会社構造計画研究所
– 伊藤浩之 公共交通利用促進ネットワーク
– 井上佳国 ジョルダン株式会社
– 遠藤治男 日本バス協会
– 櫻井浩司 株式会社駅探
– 篠原雄大 株式会社ナビタイムジャパン
– 丹賀浩太郎 株式会社工房
– 別所正博 公共交通オープンデータ協議会
– 山本直樹 株式会社ヴァル研究所



2017年3月31日
「標準的なバス情報フォーマット」公開



• 県や運輸局が実施する勉強会に講師として登壇
• 事業者や自治体にツール導入を指南

広め隊による講演会・講習会



GTFSデータ作成・公開方法
多くの自治体・コミュニティバスにお勧めする



• ⻄沢ツール
– ⻄沢明氏開発
– 約40+自治体・事業者が利用

フリーのデータ作成ツール開発・提供・利用支援

• 見える化共通入力フォーマット
– 伊藤浩之氏開発

• 当初は三重県のプロジェクトで利用
– 約33自治体・事業者が利用



• アップロード、自治体や自社Webからリンクを張るように
• ダイヤ改正への対応などの細かい手順をお任せで

GTFSデータリポジトリに公開



データ活用の広がり



ワンソース・マルチユース

• データを使った様々なアプリ開発や
交通分析が実現

• データ分析やアプリ開発によって公
共交通の利便性が向上

公共交通
オープンデータ

乗り換え案内 マイ路線図・マイ時刻表

交通分析
service_id 平日
route_name ２５０号線 [3102](片上→岡山駅)

行ラベル 計画 最小 中央値最大
06:52 83 92 102 106
08:40 78 78 83 90
10:35 76 76 80 84
15:11 75 79 81 88
17:05 85 87 98 111
総計 79.4 82 89 96
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• GoogleはGTFS形式によるオープ
ンデータを推奨

• 乗換案内に掲載されていない自治
体やバス事業者が利用促進のため
にデータ整備

• 訪日外国人が利用するのはGoogle 
Maps

Google Mapsへの掲載



「駅すぱあと/Yahoo!乗換案内」がオープン
データを採用
• オープンデータ化されたバスデータを経路探索に採用

https://ekiworld.net/personal/app/spec/info.html?style=pc

https://ekiworld.net/personal/app/spec/info.html?style=pc


• バスロケやアラートを標準フォーマットで積極公開、利便性向上へ

GTFSリアルタイムで攻めの情報発信



デジタルサイネージでの活用



• 2018年の⻄日本豪雨を踏まえ
てデータ整備の体制や訓練

• 2021年夏の水害による呉線の
運休・代行バス運行の際に、
オープンデータ整備公開・
Google Mapsにて検索可能に

災害対応がついに実現
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• 国交省 地域交通
「リ･デザイン」
においてもGTFS
データの整備･活
用が挙げられてい
る

GTFSによる交通DXの可能性

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001572716.pdf

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001572716.pdf


GTFSデータ整備を皮切りに
地域の公共交通の高度化・DXを

実現
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